
10

加
州
の
麟
蝕
観
測

　
　
　
助
鍛
七
一
武
士
山
本

一

清

　
　
　
　
　
剛

　
米
國
カ
リ
フ
才
ル
ニ
ァ
南
部
の
海
岸
か
ら
、
メ
キ
シ
コ
の
中
央
を
横

断
し
て
，
一
九
二
三
年
九
月
十
日
に
皆
既
食
が
観
ら
れ
る
ε
い
ふ
事
は

　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ

天
文
計
算
家
に
は
よ
ほ
さ
以
前
か
ら
分
っ
て
る
た
こ
ミ
で
、
米
國
の
學

者
蓬
は
二
三
年
も
以
前
か
ら
、
い
ろ
く
ミ
豫
定
や
準
備
を
し
て
其
の

日
の
來
る
の
を
心
待
ち
に
待
っ
て
る
た
。
そ
れ
が
た
め
に
は
、
リ
ク
天

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

文
師
長
で
、
俗
に
「
日
蝕
の
ぬ
し
」
ご
呼
ば
れ
る
カ
ン
ベ
ル
氏
を
始
め
、

五
名
の
認
可
委
員
が
ア
メ
リ
カ
天
文
岡
垣
に
於
い
て
撰
定
せ
ら
れ
，
観

測
地
盛
の
研
究
や
地
方
々
々
の
天
堂
模
様
の
歌
舞
な
曹
が
行
は
れ
，
其

の
結
果
は
本
年
の
春
に
嚢
表
さ
れ
た
。
一
方
に
於
い
て
、
メ
キ
シ
コ
・
の

至
心
タ
ク
バ
ヤ
天
文
肇
か
ら
、
昨
年
す
で
に
同
業
内
の
精
し
い
日
蝕
地

圖
を
嚢
行
し
、
又
其
の
政
府
に
薦
め
て
、
此
の
際
、
外
壁
か
ら
挙
る
観

測
隊
の
交
通
や
保
護
な
♂
は
特
別
な
注
意
を
以
て
行
は
し
め
る
こ
。
・
・
な

さ
が
、
嚢
表
せ
ら
れ
た
Q
叉
、
昨
年
末
、
米
國
ボ
ス
ト
ン
市
で
開
か
れ
た

ア
メ
リ
カ
天
文
學
會
第
二
＋
九
回
大
會
に
は
ト
ウ
サ
ン
天
文
肇
の
ダ
グ

ラ
ス
氏
が
此
等
の
便
宜
の
理
由
を
述
べ
て
、
諸
県
者
の
観
測
に
蓼
加
を

熟
心
に
す
Σ
め
た
。
1
／
か
う
し
た
内
外
の
形
勢
に
よ
つ
て
、
北
米
大

（
一
〇
）

陸
の
人
々
に
日
蝕
の
興
味
が
漸
次
促
が
さ
れ
る
こ
ミ
に
な
り
、
殊
に
此

の
ト
。
ヒ
ツ
ク
の
先
鞭
ε
な
っ
て
、
今
年
の
一
月
頃
か
ら
、
米
國
の
新
聞

や
雑
誌
は
盛
ん
に
此
の
日
蝕
の
宣
傳
を
や
っ
た
。

　
　
　
　
　
ご

　
自
分
も
、
や
は
り
、
こ
の
唱
九
二
三
年
九
月
の
日
蝕
の
事
は
知
っ
て

居
た
の
で
、
昨
年
、
文
部
省
の
命
令
に
よ
り
海
外
へ
出
る
時
か
ら
、
滞

在
地
の
豫
定
計
書
中
に
此
の
事
を
加
へ
、
先
づ
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
皇
に

行
っ
て
、
一
通
り
の
研
究
を
す
ま
せ
た
後
、
改
め
て
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
に
西
下
す
る
S
決
め
た
の
で
あ
る
。

　
咋
年
＋
月
、
自
分
は
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
塁
へ
．
著
い
て
、
日
蝕
の
豫
想

を
き
い
て
見
る
ε
、
フ
ロ
ス
ト
毫
長
は
既
に
南
部
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の

カ
タ
リ
ナ
島
に
湛
征
を
試
み
る
つ
も
り
で
あ
り
、
同
島
の
所
有
主
で
あ

る
リ
グ
レ
ー
民
（
世
界
に
有
名
な
チ
ウ
イ
ン
グ
・
ゴ
ム
の
本
家
親
王
）
か

ら
妙
工
費
用
の
審
附
の
串
出
が
あ
る
こ
ε
も
附
言
せ
ら
れ
た
。
し
か
し

ま
だ
其
の
頃
は
、
観
測
設
備
の
工
夫
な
，
ご
が
種
々
考
へ
ら
れ
て
る
た
け

れ
・
ご
、
い
よ
く
観
測
に
は
誰
か
派
遣
せ
ら
れ
る
か
は
明
ら
か
に
決
定

し
て
み
な
か
っ
た
。
ぐ
」
に
か
く
、
バ
ー
ナ
；
ド
氏
ミ
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト

爾
罠
は
皇
員
中
で
も
最
も
熱
心
な
観
測
希
望
者
で
あ
り
，
フ
ロ
ス
ト
皇

長
も
、
當
時
、
盲
目
で
あ
り
な
が
ら
、

「
日
蝕
ま
で
に
は
眼
を
治
し
て
行
く
の
．
π
し
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ε
常
に
繰
り
返
し
て
居
ら
れ
た
。

　
岡
ら
す
も
、
二
月
の
始
め
、
バ
ー
ナ
ー
ド
氏
の
坐
上
に
よ
っ
て
、
ヤ

ー
キ
ー
ス
天
文
毫
は
日
蝕
計
鑑
に
一
大
打
撃
を
受
け
た
け
れ
曹
、
四
五

月
頃
、
雪
が
潰
え
始
め
る
頃
か
ら
、
ε
に
か
く
、
リ
i
氏
は
天
文
壼
の

前
庭
に
太
陽
鏡
を
持
ち
出
し
て
，
検
査
や
調
節
を
始
め
る
し
、
叉
、
パ

ー
ク
ハ
ー
ス
ト
氏
は
，
毎
日
、
工
作
室
に
幽
翠
し
て
、
機
械
晦
達
ミ
共

に
観
測
機
械
の
考
案
や
組
立
て
を
進
め
た
。
フ
ロ
ス
ト
氏
の
眼
は
、
日

が
立
っ
て
も
、
少
し
も
好
く
な
る
模
様
は
無
か
っ
た
け
れ
，
ご
、
バ
ー
ナ

ー
ド
を
失
っ
た
代
り
手
を
求
め
て
、
燧
に
エ
ゾ
ン
ス
ト
ン
の
北
西
大
學

天
マ
藁
長
フ
オ
ク
ス
氏
を
一
行
に
加
へ
る
こ
ε
に
交
渉
を
纒
め
た
。
其

の
う
ち
に
、
マ
デ
ソ
ン
の
大
西
天
文
弓
長
ス
テ
ビ
ツ
ス
氏
や
、
ノ
ー
ス

フ
イ
ル
ド
大
學
天
文
皇
の
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
等
、
そ
れ
か
ら
コ
ロ
ン
バ
ス

の
ウ
ェ
ス
レ
イ
ア
ン
大
學
の
ク
ラ
ン
プ
氏
、
マ
ウ
ン
ト
・
庫
リ
ョ
ク
女

子
大
學
の
ヤ
ン
グ
女
史
、
ハ
ー
バ
ー
ド
大
回
の
名
物
カ
ノ
ン
女
史
な
＆

も
、
野
々
、
一
行
に
加
は
る
こ
一
こ
を
申
込
ん
で
來
た
か
ら
、
逡
に
は
頗

る
多
勢
に
な
る
ら
し
か
っ
た
。

　
　
　
　
　
三

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
毫
か
ら
の
観
測
豫
の
中
で
、
鰯
人
的
の
都
合
の
た

め
、
自
、
分
が
最
初
に
ウ
イ
リ
ア
ム
ズ
菱
－
村
を
出
醗
し
て
西
下
し
た
。

そ
れ
は
六
月
二
十
七
日
で
あ
っ
た
Q
自
分
は
ユ
ニ
オ
ン
・
パ
シ
フ
イ
ク

鐵
道
で
眞
直
に
太
平
洋
岸
に
出
で
、
桑
港
に
扁
週
間
、
リ
ク
上
文
皇
に

十
日
間
を
費
し
た
後
、
七
月
中
旬
、
パ
サ
デ
ナ
に
到
着
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン

由
天
文
蜜
で
研
究
か
た
ん
＼
、
ヤ
～
キ
ー
ス
か
ら
の
一
行
の
到
着
を
待

ち
合
す
こ
ε
に
し
た
。

　
ヤ
ー
キ
ー
ス
か
ら
は
、
リ
田
野
が
木
工
師
フ
ー
ト
氏
・
・
共
に
七
月
ニ

　
　
　
ポ
ン
ド

十
日
幾
千
斤
ミ
い
ふ
槻
測
機
械
を
濫
督
し
な
が
ら
べ
一
を
四
望
し
、
カ

タ
リ
ナ
島
へ
直
行
し
た
の
を
手
始
め
に
、
八
月
に
入
っ
て
，
パ
ー
ク
ハ

肯
タ
リ
ナ
聖
心
圖
　
　
　
　
　
ー
ス
ト
夫
妻
、
ミ
ス
・
カ
ル
バ
；
ト
、

畷
鰭
鰺
ン
プ
　
・
ス
・
バ
レ
ツ
ト
、
・
・
ス
皇
長
等

　
c
　
地
峡
　
　
　
　
　
　
相
つ
い
で
西
下
し
た
。
ご
其
の
う
ち
に
、

町
－
一
　
　
　
　
　
　
　
　
フ
オ
ク
ス
、
ス
デ
ビ
ン
ス
、

罫
　
　
　
　
・
・
ル
ソ
ン
，
フ
ヴ
・
、
・

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ス
・
ヤ
ン
グ
等

町～、

@
　
　
　
他
か
棊
欠
々
も
嚢
來

｝
　
　
　
　
　
A
．
は
せ
，
九
月
過
碧
に
は

副
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
行
殆
ん
さ
全
部
が
聖
画
リ

奪
一
」
歪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ナ
島
の
ア
イ
ラ
ン
ド
。
ヴ
ィ

ラ
族
館
に
陣
取
る
こ
一
、
こ
な
っ
た
σ
自
分
も
九
月
四
日
か
ら
カ
タ
リ
ナ

島
に
移
っ
た
。

　
カ
タ
リ
ナ
島
は
西
北
か
ら
東
南
に
延
び
た
小
島
で
、
火
山
質
か
ら
成

（
一
一
）
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＝
一
）
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り
、
全
長
お
よ
そ
二
十
哩
、
幅
は
最
も
廣
い
所
が
八
五
あ
る
。
全
島
こ

，
こ
ぐ
く
山
で
、
中
央
の
オ
リ
ザ
バ
山
は
海
載
二
千
一
百
沢
の
高
さ
が

あ
る
。
島
の
北
西
端
か
ら
出
撃
ほ
さ
の
鮎
が
急
に
狡
く
な
っ
て
、
幅
お

　
　
　
　
　
　
　
イ
ス
マ
ス

よ
そ
孚
哩
の
所
思
「
地
峡
」
ε
な
っ
て
み
る
。
島
の
東
南
に
偏
し
て
、
小

さ
な
薄
が
あ
り
、
奔
れ
し
臨
ん
で
ア
ブ
ロ
ン
ε
い
ふ
港
か
出
來
て
る

る
。
此
の
ア
グ
ロ
ン
が
島
で
唯
一
の
居
住
地
で
あ
る
が
、
年
中
冨
氣
候

の
温
和
な
遊
園
で
，
立
派
な
族
館
や
別
蕪
が
澤
山
あ
り
、
米
國
の
一
名

所
ぐ
」
し
て
可
な
り
有
名
で
あ
る
。
ロ
ス
ア
ン
ダ
レ
ス
港
（
ウ
イ
ル
．
ζ
ン

ト
ン
y
ま
で
二
十
七
浬
の
間
を
、
侮
日
、
一
千
噸
乃
至
二
千
噸
の
美
し

い
客
船
が
往
復
し
、
郵
便
噛
こ
新
聞
ε
は
ロ
市
か
ら
二
毫
の
飛
行
機
で
縄

え
す
嵩
ん
で
み
る
。
入
々
は
海
岸
を
散
歩
し
た
り
。
遊
泳
し
た
り
、
小

舟
を
浮
べ
て
釣
り
を
し
た
り
、
硝
子
底
の
汽
船
に
乗
っ
て
海
底
の
美
を

喜
ん
だ
り
、
又
，
陸
上
で
は
テ
ニ
ス
や
ゴ
ル
フ
の
遊
び
を
し
た
り
、
登

山
を
し
た
り
、
ま
こ
ミ
に
呑
氣
に
日
を
暮
し
て
み
る
。
い
か
に
も
米
國

式
の
樂
園
で
あ
る
。

　
リ
i
氏
が
先
着
し
て
、
こ
Σ
ミ
決
め
た
日
蝕
観
測
貼
は
、
ア
ブ
ロ
ン

港
か
ら
西
北
へ
、
ま
っ
す
ぐ
に
二
哩
ほ
首
離
れ
た
山
の
上
で
、
海
扱
一

千
三
百
吠
の
高
地
を
開
い
た
五
百
坪
ほ
ミ
の
無
地
で
あ
る
。
濱
か
ら
は

立
派
な
道
路
が
つ
い
て
み
る
の
で
、
毎
日
、
観
測
者
蓬
は
自
働
車
に
途

ら
れ
て
此
の
山
道
を
上
下
す
る
。
登
る
の
に
二
十
分
、
降
る
の
に
十
五

分
間
は
か
・
る
。

　
　
　
　
　
四

　
リ
グ
レ
二
品
の
寄
附
金
に
よ
っ
て
此
の
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
肇
の
出
張

観
測
が
行
は
れ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
吾
々
の
此
の
山
の
上
の
天
幕
塩
活

に
は
、
遊
観
ふ
ε
な
く
「
リ
グ
レ
ー
。
カ
ン
プ
」
ε
い
ふ
名
か
附
け
ら
れ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ア
五
フ
ン
ダ
ー
　
　
　
　
　
ペ
ー
ジ

島
の
過
刊
新
聞
「
カ
タ
リ
ナ
島
人
」
の
或
る
頁
は
、
七
月
末
以
來
、
此
の

名
で
以
っ
て
賑
は
う
こ
・
、
玄
な
っ
た
。

　
さ
て
、
リ
グ
レ
ー
幕
舎
に
於
け
る
日
蝕
観
測
設
備
を
略
述
す
る
ざ
、

（
一
）
六
十
択
水
｝
牛
宣
辻
三
鏡
。
　
之
は
…
ヤ
ー
キ
ー
ス
天
文
配
達
の
例
の
四
十

　
吋
大
望
遽
鏡
の
分
光
器
観
測
の
際
に
用
ふ
る
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
の
レ
ン

　
ズ
を
磨
用
し
た
も
の
で
、
レ
ン
ズ
は
直
径
六
感
、
焦
鮎
距
離
は
六
十

　
二
吠
、
こ
い
ふ
長
い
も
（
。
量
れ
で
、
二
十
吋
亭
方
ω
大
形
種
板
に
六

　
吋
直
径
の
日
蝕
太
陽
を
撮
影
し
、
主
－
こ
し
て
コ
ロ
ナ
の
微
細
な
構
邉

　
を
見
や
う
，
こ
す
る
の
で
あ
る
。
細
れ
が
た
め
に
は
、
直
径
十
六
吋
の

　
シ
ヒ
ロ
ス
タ
ト

　
太
陽
鏡
か
ら
光
を
受
け
る
こ
一
こ
に
し
、
レ
ン
ズ
の
焦
慮
距
離
六
十
飴

　
駅
に
相
遷
し
た
長
大
な
小
屋
を
張
り
．
前
後
八
枚
の
種
板
の
曝
露
作

　
業
の
た
め
に
、
焦
鮎
卒
面
に
は
特
別
な
装
置
を
す
る
な
さ
、
何
マ
｝
言

　
つ
て
も
，
巡
れ
は
素
晴
し
い
設
備
で
あ
る
。
リ
ー
氏
が
此
の
観
測
の

　
主
任
で
，
金
工
師
リ
ゲ
ル
氏
が
崩
れ
を
補
佐
す
る
こ
ミ
に
な
っ
て
ゐ

　
江
。



（
二
）
コ
ロ
ナ
光
度
の
測
定
Q
　
遺
れ
は
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
教
授
の
澹
任

　
で
、
普
通
に
は
室
内
で
用
み
る
ハ
ル
ト
マ
ソ
微
細
光
度
計
を
野
外
で

　
眼
視
的
に
用
み
る
た
め
の
特
別
な
装
置
を
し
、
同
教
授
自
ら
鳴
れ
を

　
以
っ
て
コ
ロ
ナ
の
光
度
を
測
定
し
、
同
教
授
夫
人
が
之
れ
を
助
け
る

　
こ
マ
こ
な
っ
て
み
た
Q

（
三
）
コ
ロ
ナ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
撮
影
。
　
認
れ
は
、
や
は
り
パ
ー
ク
ハ
ー

　
ス
ト
教
授
監
督
の
下
に
、
ツ
ァ
イ
ス
六
野
カ
メ
ラ
に
封
物
プ
リ
ズ
ム

　
を
附
し
て
、
コ
ロ
ナ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
を
撮
影
す
る
目
的
で
あ
る
。
之

　
れ
に
は
ミ
ス
・
フ
ア
ン
ス
ウ
ォ
ス
ミ
ミ
ス
・
バ
レ
ト
の
二
女
史
が
當

　
る
こ
一
こ
に
な
っ
て
み
た
。

（
四
）
コ
ロ
ナ
の
自
韓
遽
度
の
測
定
。
　
之
れ
は
フ
オ
ク
ス
教
授
猫
創
の

　
分
光
的
測
定
器
に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
光
線
の
攣
位
を
測
っ
て
其
の
視
線

　
遽
度
を
眼
視
的
に
測
定
し
や
う
ξ
す
る
目
的
の
も
の
で
、
リ
ー
氏
の

　
用
み
る
シ
ー
ロ
・
ス
タ
ト
か
ら
光
り
を
受
け
、
フ
オ
ク
ス
教
授
自
ら

　
観
測
に
當
る
筈
で
あ
っ
た
G

（
五
）
フ
ラ
シ
ュ
分
光
の
活
動
露
眞
撮
影
。
　
潰
れ
は
、
皆
既
日
蝕
の
始

　
ま
り
の
時
ε
終
り
の
時
ミ
に
見
ゆ
る
有
名
な
フ
ラ
シ
ュ
分
光
が
毎
秒

　
侮
刻
に
憂
化
し
て
行
く
有
襟
を
撮
影
し
や
う
ミ
い
ふ
目
的
で
、
光
り

　
は
特
別
な
猫
立
太
陽
鏡
か
ら
受
け
ろ
装
置
で
あ
る
。
オ
ハ
欧
州
デ
ニ

　
ソ
ン
大
嘗
の
ビ
ー
フ
エ
ル
ト
敏
授
S
、
カ
ン
ザ
ス
大
義
の
エ
ル
ヴ
イ

　
氏
ε
が
坐
れ
を
婚
卒
し
て
み
た
Q

（
六
）
皆
既
日
蝕
の
脚
色
的
活
動
窟
眞
撮
影
。
　
こ
れ
は
ス
ミ
ス
女
子
大

　
學
の
ミ
ス
・
ビ
グ
ロ
ー
教
授
が
四
吋
赤
道
儀
で
太
陽
を
追
ひ
、
カ
ナ

　
ダ
の
カ
ン
ベ
ル
氏
が
撮
影
す
る
筈
で
あ
っ
た
。

（
七
）
コ
ロ
ナ
の
長
時
間
撮
影
。
　
口
径
二
吋
（
黄
色
撰
鐸
）
ミ
ニ
吋
牛
ミ

　
ニ
つ
の
レ
ン
ズ
で
二
個
の
カ
メ
ラ
を
並
べ
て
、
皆
既
時
間
中
曝
露
し

　
コ
ロ
ナ
の
接
が
り
を
知
る
た
め
の
装
置
で
あ
る
。
こ
れ
は
自
分
が
婚

　
訳
し
た
。

（
八
）
コ
官
ナ
分
光
の
長
時
間
撮
影
。
　
之
れ
は
二
心
の
毒
物
プ
リ
ズ
ム

　
で
撮
影
す
る
も
の
で
、
カ
メ
ラ
は
右
の
（
七
）
ぐ
』
岡
じ
赤
道
儀
装
置
に

　
取
り
つ
け
，
イ
ン
デ
ア
ナ
州
の
ブ
ラ
イ
ア
ン
氏
が
用
み
る
筈
で
あ
っ

　
た
。

（
九
）
コ
ロ
ナ
の
熟
線
観
測
。
　
濁
れ
は
エ
ス
レ
イ
ア
ン
大
學
天
野
墓
の

　
ク
ラ
ン
プ
氏
が
自
ら
工
落
し
た
熟
量
計
を
小
望
遽
鏡
に
装
置
し
て
，

　
コ
ロ
ナ
の
熟
線
を
測
る
筈
で
あ
っ
た
。

（
十
）
日
蝕
太
陽
の
活
動
塩
魚
撮
影
。
　
遣
れ
は
フ
ロ
ス
ト
肇
長
の
熟
心

　
な
勧
誘
に
よ
り
，
シ
カ
ゴ
の
撮
影
家
ハ
サ
ス
氏
が
莫
大
な
る
私
費
を

　
投
じ
，
疑
心
の
活
動
機
械
を
赤
滋
儀
装
置
に
示
せ
て
、
日
蝕
の
爲
貫

　
を
撮
影
せ
ん
ε
す
る
も
の
で
、
之
れ
に
は
ミ
ス
・
カ
ル
ヅ
ー
ト
を
始

　
め
、
数
人
の
人
々
が
作
業
を
助
け
る
こ
ミ
に
な
っ
て
み
た
。
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（
一
四
）

（
十
一
）
影
縞
（
シ
ャ
ド
ー
・
バ
ン
ド
）
の
活
動
此
手
撮
影
。
　
右
の
（
十
）

　
は
、
そ
れ
ん
、
の
澹
當
者
に
委
せ
て
置
き
、
ハ
リ
ス
氏
自
ら
は
シ
ヤ

　
ド
ー
・
バ
ン
ド
を
撮
影
す
る
目
的
で
，
白
布
を
木
枢
に
張
り
、
其
の

　
上
に
尺
度
を
な
ら
べ
、
其
の
表
面
の
陰
影
を
皆
既
の
前
後
に
撮
影
す

　
る
手
筈
で
あ
っ
た
。

罎
上
が
、
ヤ
ー
キ
～
ス
天
文
肇
の
名
を
以
っ
て
行
は
れ
る
り
グ
レ
ー
・

カ
ン
プ
の
日
蝕
観
測
の
部
署
で
あ
る
か
，
侮
、
此
の
宵
寝
に
、
左
の
諸

所
の
天
文
墓
か
ら
も
、
同
じ
揚
所
へ
や
っ
て
來
て
，
槻
測
を
行
ふ
こ
ε

』
な
っ
た
。

（
＋
二
）
ワ
シ
ボ
ー
ン
天
文
壼
。
　
ウ
ィ
ス
コ
ン
シ
ン
州
立
大
郷
の
天
文

　
毫
の
ス
テ
，
ヒ
ン
ス
教
授
が
掲
特
の
精
密
な
光
電
光
度
計
を
携
へ
て
來

　
て
、
コ
ロ
ナ
の
光
度
を
測
定
す
る
筈
で
あ
っ
た
。

（
十
三
〉
グ
ド
セ
ル
天
文
壼
。
　
ミ
ネ
ソ
タ
州
カ
ー
ル
ト
ン
大
転
の
ウ
ィ

　
ル
ソ
ン
、
フ
ァ
ス
爾
氏
が
、
八
吋
赤
道
儀
を
以
っ
て
、
コ
ロ
ナ
の
撮

　
影
を
試
み
、
倫
、
魚
鋤
鮎
の
カ
メ
ラ
を
以
っ
て
コ
ロ
ナ
の
外
廓
を
撮

　
隠
す
7
筈
で
あ
っ
九
。

（
＋
四
）
ド
レ
ー
ク
大
學
天
文
皇
。
　
同
大
峯
絡
長
モ
ー
ア
ハ
ウ
ス
氏
父

　
子
及
び
ダ
ニ
エ
ル
ス
氏
の
一
行
が
、
九
吋
の
赤
道
儀
を
据
え
付
け
て

　
コ
ロ
ナ
撮
影
を
試
む
る
こ
ミ
に
な
っ
て
み
た
。

其
他
、
偲
入
的
に
爽
蓋
し
た
墨
者
芝
し
て
は

（
＋
五
）
ハ
ー
バ
ー
ド
大
足
ミ
ス
・
カ
ノ
ン
女
史
。
小
さ
な
天
騰
カ
メ

　
う
で
コ
ロ
ナ
を
撮
影
写
る
計
雷
で
あ
っ
た
。

（
十
六
）
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
天
文
細
長
プ
ラ
ス
ケ
ト
氏
。
　
小
さ
な
カ
メ
ラ

　
で
ハ
リ
ス
義
の
傍
7
、
こ
ン
ヤ
ド
ー
バ
ン
ド
を
撮
影
す
る
積
り
で
あ
っ
た

（
十
七
）
ス
ペ
イ
ン
の
エ
ブ
ロ
天
文
毫
長
ロ
ー
デ
師

（
十
八
）
由
本
英
子

　
右
二
馬
は
プ
ラ
ス
ク
ト
氏
，
こ
同
襟
の
撮
影
を
す
る
筈
で
あ
っ
た
。

さ
て
、
此
等
の
諸
種
い
観
測
を
行
ふ
に
翻
り
、
あ
ら
か
じ
め
．
此
の
観

測
地
鮎
に
於
て
，
見
え
る
日
蝕
の
時
刻
は
，
計
算
上
。

　
鮫
け
始
め
　
九
月
十
日
午
前
十
一
時
二
十
分

　
皆
既
始
め
　
同
　
　
　
午
磯
○
時
五
十
四
分
二
十
三
秒

　
同
終
り
同
　
　
同
○
時
潮
＋
七
分
十
一
秒

　
蒔
け
終
り
同
　
同
二
時
十
八
分

で
あ
っ
て
、
観
測
に
最
も
必
要
な
皆
號
蝕
の
時
間
は
僅
々
二
分
四
十
八

秒
で
あ
る
。
か
う
し
九
貴
重
な
賭
刻
を
知
る
た
め
に
、
吾
が
リ
グ
レ
i

幕
舎
で
は
今
一
つ
重
要
な
役
目
が
置
か
れ
て
あ
っ
た
。
そ
れ
は

（
二
十
）
時
刻
受
信
部
。
　
之
れ
は
其
の
道
の
薬
玉
家
で
あ
る
エ
ル
ジ
ン

　
時
計
會
砒
天
文
皇
の
ユ
リ
…
氏
が
精
密
鋭
敏
な
無
線
電
話
器
を
持
参

　
し
て
、
日
蝕
の
日
の
撒
日
以
前
か
ら
、
毎
日
、
こ
の
無
線
に
よ
り
ワ

　
ジ
ン
ト
ン
や
パ
リ
か
ら
來
る
時
刻
報
を
受
け
、
そ
れ
に
よ
っ
て
繕
え



　
す
正
確
な
時
刻
を
キ
ー
プ
し
て
み
た
Q

　
　
　
　
　
五

　
カ
ン
プ
の
総
勢
四
十
五
名
。
七
月
宋
に
リ
i
氏
ミ
フ
ー
ト
氏
－
こ
が
先

着
し
て
以
來
、
日
ぐ
」
共
に
漸
次
來
着
し
た
。
試
み
に
今
カ
タ
リ
ナ
島
に

於
け
る
天
文
生
活
の
一
日
を
述
べ
て
見
や
う
。

　
天
文
家
た
ち
の
生
活
で
あ
．
る
に
か
、
は
ら
す
、
さ
す
が
に
今
回
は
太

腸
研
究
を
唯
一
の
目
的
ε
し
て
み
る
一
行
で
あ
る
か
ら
「
、
侮
日
の
朝
起

き
は
可
な
り
早
い
。
侮
言
七
時
前
に
は
宿
の
室
の
戸
は
皆
あ
き
、
連
中

は
、
そ
れ
ぐ
顔
を
洗
ひ
髪
を
櫛
つ
た
身
つ
く
ろ
ひ
の
後
で
、
三
々
五

々
、
相
携
へ
て
、
↓
丁
ば
か
り
距
た
っ
た
カ
フ
テ
リ
ァ
へ
朝
食
を
認
め

に
行
く
。
「
今
日
の
室
模
様
は
如
何
だ
ろ
う
」
な
き
一
こ
、
世
間
話
の
題
は

い
つ
も
念
頭
を
去
ら
な
い
天
氣
の
心
配
か
ら
始
ま
る
。
カ
フ
テ
リ
ァ
は

食
堂
が
廣
く
て
、
き
れ
い
で
、
心
地
が
好
い
。
し
か
し
遊
覧
地
だ
か
ら

食
事
の
儂
値
は
頗
る
高
儂
で
あ
る
。
食
堂
か
ら
罷
り
に
は
各
々
サ
ン
ド

井
チ
の
御
書
當
を
携
へ
て
る
る
。
一
同
は
そ
れ
か
ら
自
室
に
論
り
、
丈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
セ
ン
ト

夫
な
仕
事
服
に
着
か
へ
十
仙
の
ス
ト
ロ
ー
帽
を
頭
に
頂
い
て
宿
の
前
庭

に
集
合
す
る
。
八
時
に
な
る
ε
，
天
文
カ
ン
プ
專
用
の
荷
吻
自
働
車
が

宿
の
前
に
曇
る
。
御
者
は
ザ
ー
氏
で
あ
る
。
此
の
、
車
に
、
毫
長
始
め
、

早
く
観
測
描
へ
登
り
た
い
者
共
か
飛
び
乗
る
。
そ
し
て
第
嚇
画
の
輸
迭

が
始
ま
る
。
道
は
山
道
、
そ
れ
に
車
は
荷
物
用
ミ
き
て
み
る
の
で
労
れ

る
こ
ε
は
甚
だ
し
い
が
、
そ
れ
は
豊
悟
の
前
で
あ
る
。

　
登
山
を
急
が
な
い
人
々
は
．
朝
の
間
、
海
岸
を
散
歩
し
た
り
し
て
費

し
、
正
午
の
第
二
便
、
叉
は
午
後
の
第
三
便
で
車
に
乗
る
入
も
あ
る
。

も
の
好
き
の
蓮
中
は
徒
歩
で
、
ゆ
る
～
㍉
ミ
道
ぐ
さ
を
食
ひ
な
が
ら
上

る
Q

　
観
測
鮎
は
酉
北
の
方
は
峯
を
二
っ
て
閉
ぢ
ら
れ
、
東
南
が
開
か
れ
て

る
る
の
で
、
割
合
に
風
通
し
が
悪
く
、
…
從
っ
て
日
中
の
濫
度
は
非
常
に

高
い
。
日
蔭
で
も
九
十
五
度
以
上
に
上
る
こ
ご
が
普
通
で
あ
っ
た
。
リ

i
氏
澹
當
の
大
カ
メ
ラ
暗
室
の
中
で
は
時
々
最
高
温
度
百
十
三
度
を
示

し
た
。
此
の
炎
々
下
に
あ
っ
て
．
貴
重
な
小
量
の
水
に
喉
を
・
γ
る
ほ
し

つ
・
、
日
の
西
に
傾
く
ま
で
。
皆
定
め
ら
れ
た
器
械
の
調
製
や
練
習
を

や
る
Q

　
夕
方
、
皆
は
車
に
よ
つ
．
た
り
徒
歩
し
た
り
し
て
元
の
道
を
下
山
す

る
。
夕
食
は
海
岸
の
レ
ス
ト
ラ
ン
ト
に
入
っ
て
、
新
し
い
魚
肉
な
さ
の

御
馳
走
に
舌
づ
Σ
み
を
打
つ
。
夜
は
歓
樂
の
時
で
あ
る
。
一
行
の
多
藪

は
、
毎
夜
七
時
牛
か
ら
島
の
ギ
リ
シ
ャ
（
野
天
L
劇
揚
に
行
っ
て
オ
ー
ケ

ス
ト
ラ
を
聞
く
の
が
習
慣
で
あ
る
が
、
中
に
は
ホ
テ
ル
の
隣
り
に
あ
る

活
動
長
男
館
に
入
る
入
も
あ
る
。
最
も
氣
の
き
い
た
血
中
は
、
音
樂
會

が
果
て
瓦
か
ら
舞
踏
協
に
流
れ
込
ん
で
。
美
人
の
手
ケ
取
っ
て
夜
牢
ま

で
震
る
。
リ
i
氏
や
フ
オ
ク
ス
氏
は
ダ
ン
ス
の
名
人
で
毎
夜
詣
り
を
鉄
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か
し
た
こ
ミ
は
無
い
が
、
フ
ロ
ス
ト
肇
長
な
さ
は
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
の
後

ホ
テ
ル
の
並
剛
庭
に
幅
蹄
っ
て
來
て
、
色
々
な
話
相
手
を
つ
か
ま
へ
、
｛
學
問

上
の
話
や
ぢ
俗
む
き
の
話
や
ら
で
、
こ
れ
も
す
い
ぶ
ん
遅
く
ま
で
語
り

A
ロ
ン
ボ
〃
　
F
ヘ
ル
モ
シ
日
　
ふ
9
こ
す
〇

田
富
認
静
鵬
青
雲
　
そ
れ
で
も
、
霧
は
叉

D
　
サ
ン
デ
ー
ゴ
　
　
K
　
ベ
ソ
ン
ド
　
　
　
相
當
に
早
く
起
き
て
登
山

E
　
エ
ン
セ
ナ
ダ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
例
の
通
り
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
カ
タ
リ
ナ
島
…
以
外
に
於

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
．
い
て
、
今
回
の
日
蝕
を
観

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
し
や
う
ぐ
」
以
前
か
ら
準

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
害
し
て
み
た
諸
所
の
天
文

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
皇
ミ
其
の
地
塊
は
左
の
通

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
甲
、
ま
つ
米
國
カ
リ
フ
オ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ル
ニ
ァ
州
で
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
イ
）
ロ
ン
ボ
ク
市
附
近

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
英
國
よ
り
出
張
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
來
て
る
る
～
W
ウ
ガ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ー
シ
ン
ト
ン
」
氏
ぐ
旨
シ

（
＝
ハ
）

　
カ
ゴ
大
剛
の
A
E
パ
ー
ト
ン
氏
ε
が
コ
ロ
ナ
撮
影
を
計
書
し
て
ゐ

　
た
。

（
ロ
）
カ
タ
リ
ナ
島
の
地
映
部
。
　
南
加
州
ポ
モ
ナ
大
學
天
文
壼
の
E

　
p
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
氏
一
行
が
滞
在
し
て
み
た
。
器
械
ご
し
て
は
四
十

　
吠
望
遠
鏡
、
六
吋
赤
道
儀
、
五
十
二
吋
双
子
雪
吊
鏡
、
其
の
他
、

　
分
光
器
や
熟
量
計
な
さ
が
あ
っ
た
。

（
ハ
）
サ
ン
」
ア
ー
ゴ
琳
叩
ポ
イ
・
ン
ト
・
ロ
マ
畑
町
〇

　
一
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
皇
第
一
観
測
黙
。
　
亘
大
な
る
「
五
十

　
灰
干
渉
計
の
骨
組
を
鷹
用
し
て
、
此
の
上
に
、
三
十
眼
カ
メ
ラ
を

　
始
め
十
撒
個
の
カ
メ
ラ
を
取
り
つ
け
、
総
艦
を
蟹
一
の
時
計
仕
掛

　
で
蓮
早
し
や
う
ミ
い
ふ
工
案
で
あ
っ
た
。
之
れ
は
か
ね
て
か
ら
ピ

　
ー
ス
氏
監
督
の
下
に
組
立
て
た
も
の
で
、
目
的
は
，
ア
イ
ン
シ
タ

　
イ
ン
論
の
試
験
の
た
め
の
恒
星
撮
影
や
（
シ
ア
ー
ス
、
ブ
ン
マ
ー

　
ネ
ン
、
ピ
ー
ス
三
氏
澹
當
、
）
コ
ロ
ナ
の
ス
ペ
ク
ト
ル
撮
影
（
メ
リ

　
ル
，
ジ
、
ヨ
イ
、
サ
ン
フ
オ
ド
三
人
憺
當
、
）
コ
ロ
ナ
分
光
線
の
波
長

　
測
定
（
バ
ブ
コ
ク
氏
罐
當
、
）
コ
ロ
ナ
の
熟
線
測
定
（
ニ
コ
ル
ソ
ン
、

　
ペ
チ
三
寸
氏
捲
當
）
等
各
方
面
に
わ
た
っ
て
み
た
。
全
燈
の
髪
置

　
は
別
囲
（
口
糟
）
の
通
り
。

　
二
、
・
マ
コ
ミ
ツ
ク
天
文
由
量
第
一
…
観
測
鮎
。
　
大
形
の
コ
ロ
ナ
寛
署
興

　
を
撮
影
す
る
筈
で
あ
っ
弛
。
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三
、
ル
・
モ
ル
ブ
ン
庇
の
観
測
錨
。
　
態
々
パ
リ
か
ら
出
張
し
イ
」

　
來
て
コ
ロ
ナ
を
撮
影
す
る
準
急
を
し
て
み
た
。

　
四
、
陰
野
陸
海
軍
撮
影
縁
。
　
搾
れ
は
、
萬
一
曇
天
の
節
隔
飛
行

　
機
で
雲
ω
上
に
上
昇
し
、
コ
ロ
ナ
の
小
形
爲
眞
を
撮
る
手
筈
で
あ

　
　
つ
た
。

　
（
↓
一
）
サ
ン
ー
ア
ー
ゴ
市
レ
ー
キ
サ
イ
ド
。

　
　
】
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
毫
第
二
観
測
鮎
。
　
此
の
地
は
丁
度
旨

　
蝕
線
の
外
廓
に
當
っ
て
み
る
の
で
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
分
光
が
容
易
に

　
観
測
し
得
ら
れ
る
た
め
、
キ
ン
グ
、
ア
ン
ダ
ー
ゾ
ン
爾
氏
が
此
所

　
　
で
太
陽
外
洋
の
撮
影
を
計
為
し
て
み
た
Q

　
　
二
、
マ
コ
ミ
ツ
ク
天
文
毫
第
二
灘
着
実
。
　
同
じ
目
的
を
以
っ
て

　
　
こ
の
同
じ
場
所
に
、
フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
大
家
ミ
チ
ェ
ル
氏
が
滞
在
し

　
　
て
る
た
。

　
（
＊
）
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
毫
。
　
上
れ
は
同
天
文
皇
の
第
三
観
測
馳

　
　
ざ
も
言
ふ
べ
き
も
の
で
、
や
は
り
、
太
陽
の
邊
豫
の
研
究
の
た
め

　
　
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
薦
は
百
五
十
沢
の
塔
望
遠
鏡
を
用
ゐ
、
ア
ダ
ム

　
　
ス
皇
長
は
六
十
吋
の
反
射
望
遽
鏡
を
用
み
る
筈
で
あ
っ
た
。
又
、

　
　
同
時
に
ス
ト
ト
ム
ベ
、
ル
グ
氏
は
地
磁
氣
の
蓮
綾
観
測
を
す
る
計
叢

　
　
で
あ
っ
た
。

乙
、
ま
た
メ
キ
シ
コ
國
内
で
は

（
イ
）
エ
ン
セ
ナ
グ
村
。
　
一
、
こ
」
で
は
同
じ
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
大

墨
に
罵
す
る
リ
ク
張
交
皇
ご
バ
ー
ク
レ
ー
天
文
皇
ミ
が
聯
合
観
測

　
鮎
を
撰
定
し
、
カ
ン
ベ
ル
、
ロ
ィ
シ
ナ
i
爾
皇
長
を
始
め
、
幾
多

　
の
畢
者
が
屯
懐
し
て
、
專
ら
コ
ロ
ナ
の
研
究
を
す
る
準
備
を
進
め

　
て
る
た
。

　
二
、
其
の
他
、
こ
、
に
は
p
ー
エ
ル
天
文
毫
や
イ
ン
デ
ア
ナ
大
學

　
天
文
墓
や
デ
ポ
ー
大
難
の
人
々
も
観
測
の
た
め
來
例
し
て
る
た
。

（
ロ
）
ヘ
ル
モ
シ
ヨ
市
。
　
こ
Σ
に
は
ア
リ
ゾ
ナ
州
ト
ウ
サ
ン
市
の
ス

　
テ
ワ
ー
ト
天
文
皇
か
ら
、
ダ
ク
ラ
ス
氏
等
が
出
張
し
て
コ
ロ
ナ
撮

　
影
を
計
書
し
て
み
た
。
器
械
く
」
し
て
は
径
五
吋
、
長
さ
三
十
九
沢

　
の
カ
メ
ラ
を
持
っ
て
る
た
Q

（
ハ
）
パ
サ
ジ
村
。
　
ド
イ
ツ
國
か
ら
、
ポ
ツ
ダ
ム
天
文
盗
の
ル
ー
ゲ

　
ン
ド
ル
フ
皇
長
を
始
め
一
こ
し
、
ハ
ン
ブ
ル
グ
の
シ
ョ
ー
ル
氏
、
ベ

　
ル
リ
ン
の
コ
ー
ル
シ
ユ
タ
ー
氏
寺
が
蓬
々
ミ
や
っ
て
來
て
、
ア
イ

　
ン
シ
タ
イ
ン
論
の
試
験
観
測
を
す
る
計
叢
で
あ
っ
た
。

（
二
）
エ
ル
バ
ニ
ス
村
Q
　
U
、
米
國
ス
プ
ロ
ー
ル
大
撃
天
文
墓
の
～

　
A
ミ
ラ
ー
肇
長
等
が
六
十
五
呪
の
長
大
な
カ
メ
ラ
を
携
へ
て
來
て

　
コ
ロ
ナ
の
構
造
を
撮
影
す
る
こ
ε
に
し
て
る
た
。
此
の
観
測
に
封

　
し
て
は
金
叫
萬
兆
の
保
瞼
が
附
し
て
あ
っ
た
。

　
二
、
メ
キ
シ
コ
の
國
立
タ
ク
バ
ヤ
着
丈
皇
は
第
一
観
測
鮎
を
此
地

（
一
七
し
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（
一
入
）

　
　
に
定
め
て
、
コ
ロ
ナ
の
撮
影
や
，
日
蝕
現
象
の
活
動
汐
待
携
影
を

　
　
計
書
し
て
み
た
。
ガ
イ
ヨ
毫
長
が
象
れ
を
監
督
し
て
み
た
。

　
（
ホ
）
ベ
レ
ン
ド
村
。
　
之
れ
は
右
タ
ク
バ
ヤ
天
文
皇
の
第
二
観
測
貼

　
　
で
、
～
M
シ
ヤ
ソ
ン
氏
が
活
動
爲
眞
撮
影
を
試
み
、
書
家
F
エ
ス

　
　
タ
ノ
ー
ル
氏
は
コ
ロ
ナ
の
爲
生
を
す
る
筈
で
あ
っ
た
。

か
う
し
て
、
加
州
か
ら
メ
キ
シ
コ
に
わ
た
り
、
総
計
歎
百
名
の
天
文
學

者
が
幽
界
中
か
ら
此
の
一
線
上
に
集
ま
っ
て
來
て
、
皆
何
れ
も
、
九
月

十
日
の
晴
天
を
待
っ
て
る
た
。

　
因
み
に
、
米
國
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
島
は
公
式
に
は
何
地
へ
も
観
測
隊

を
派
遇
し
な
か
っ
た
が
、
個
人
の
名
義
を
以
っ
て
、
カ
タ
リ
ナ
島
へ
は

ミ
ス
・
カ
ノ
ン
。
か
、
ボ
イ
．
ン
ト
。
ロ
マ
へ
は
ス
ー
プ
ツ
ソ
ン
氏
。
　
か
、
　
エ
ン

セ
ナ
ダ
へ
は
ラ
イ
テ
ン
氏
か
参
加
し
て
み
た
。

　
　
　
　
　
七

　
い
よ
く
九
月
に
入
っ
て
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
一
思
の
新
聞
雑
誌
は

盛
ん
に
此
の
日
蝕
の
前
景
氣
を
あ
ふ
っ
た
。
似
れ
が
た
め
、
小
越
生
徒

ま
で
が
、
魚
心
に
曇
り
硝
子
な
さ
を
作
っ
た
り
し
て
塗
備
を
し
た
。
通

俗
天
丈
講
話
會
が
所
々
に
於
い
て
開
か
れ
た
。
新
聞
に
は

「
最
近
に
加
州
で
見
え
た
日
蝕
皆
既
は
一
八
〇
六
年
六
月
十
六
日
で
あ

　
つ
た
か
ら
、
今
回
の
は
實
に
百
十
七
年
目
の
出
職
事
で
あ
る
。
今
後

　
は
二
〇
四
五
年
八
月
十
二
日
ま
で
、
ま
た
、
百
二
十
二
年
間
は
維
凝

　
に
見
え
な
い
。
か
・
る
珍
現
象
を
見
る
者
は
幸
ひ
で
あ
る
」

な
崎
ミ
」
書
き
立
て
た
。
ま
た

「
皆
既
蝕
を
濡
文
い
者
は
ヵ
タ
リ
ナ
島
へ
行
け
。
若
し
自
働
車
を
有
つ

　
も
の
は
、
サ
ン
ダ
バ
ー
バ
ラ
市
以
北
か
、
或
は
サ
ン
デ
ー
ゴ
市
、
へ
走

　
れ
」

噛
し
い
ふ
標
語
が
入
か
ら
入
へ
傳
へ
ら
れ
る
や
う
に
な
り
、
下
れ
を
好
機

マ
」
し
て
、
汽
船
會
肚
や
鐵
道
會
杜
、
さ
て
は
族
館
な
，
ご
が
頗
る
童
心
な

客
引
き
の
宣
傳
を
や
っ
た
。
か
う
し
た
宣
傳
に
最
も
乗
ぜ
ら
れ
易
い
ア

メ
リ
カ
入
の
こ
ε
だ
。
日
が
迫
る
に
つ
れ
て
，
誰
れ
も
か
れ
も
，
日
蝕

を
口
に
せ
ざ
る
者
は
無
い
や
う
に
な
っ
た
。

　
九
月
八
日
頃
か
ら
、
カ
タ
リ
ナ
島
は
、
ロ
ス
ァ
ン
グ
レ
ス
港
か
ら
の

便
船
侮
に
毎
日
数
千
の
客
が
來
期
し
た
。
叉
、
新
聞
電
報
に
よ
れ
ば
、

サ
ン
デ
ー
ゴ
に
通
す
る
海
岸
の
道
路
は
、
其
の
日
頃
か
ら
、
絡
騨
ε
し

て
幾
萬
の
自
働
車
が
行
列
し
て
、
南
ヘ
ノ
、
ミ
走
り
，
そ
れ
が
蝕
り
に

輻
湊
し
て
、
李
素
は
一
時
間
三
四
十
哩
の
遽
力
を
出
す
の
に
、
今
は
僅

々
六
哩
の
速
力
で
徐
行
を
鯨
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
る
る
ご
い
ふ
こ
ε
で

あ
っ
た
。
御
蔭
で
、
其
の
途
上
に
店
を
開
い
て
み
る
茶
店
は
大
に
利
盆

を
得
た
ミ
も
聞
い
た
。
サ
ン
デ
！
ゴ
の
族
館
も
下
宿
も
、
日
蝕
の
日
の

四
五
日
以
繭
か
ら
悉
く
満
員
で
，
後
に
來
る
者
は
皆
野
外
に
天
幕
を
張

っ
て
ね
む
っ
た
。
カ
タ
リ
ナ
島
へ
は
、
ま
に
、
ロ
ス
ア
ン
ダ
レ
ス
の
富
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豪
が
自
用
の
ヨ
ヅ
ト
を
走
ら
せ
て
、
多
く
渡
っ
て
來
た
。

　
　
　
　
　
八

　
九
月
九
日
の
夜
は
、
島
に
火
事
騒
ぎ
が
あ
っ
て
、
港
内
の
汽
般
．
か
け

た
、
ま
し
く
汽
笛
を
吹
く
や
ら
、
漕
防
除
の
サ
イ
レ
ン
が
鳴
る
や
ら
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
へ

翌
々
が
葺
け
る
や
ら
で
、
廣
く
も
な
い
タ
ウ
ン
が
ざ
わ
つ
い
た
。
自
分

も
飛
び
出
て
た
旧
人
で
あ
る
が
、
宿
へ
の
掛
り
に
室
を
見
た
時
，
こ
の

島
の
此
の
頃
に
し
て
は
珍
ら
し
く
濃
密
に
曇
っ
て
み
る
の
に
氣
が
つ
い

た
。
そ
し
て
其
の
夜
牛
頃
に
は
、
嵐
模
檬
で
、
可
な
り
強
い
風
ミ
縢
雨

の
音
を
床
の
中
か
ら
聞
い
て
、
「
懸
だ
な
ア
」
ミ
思
っ
た
。

　
い
よ
ノ
、
、
翌
、
日
蝕
の
巳
の
朝
、
起
き
て
、
何
よ
り
も
先
づ
室
を

見
る
、
ざ
、
曇
っ
て
み
る
。
「
好
い
旗
持
は
し
な
い
ナ
ア
」
、
こ
思
っ
た
が
、

日
蝕
ま
で
は
、
ま
だ
四
五
時
間
も
あ
る
の
だ
し
、
「
其
の
内
に
購
れ
る

だ
ら
う
」
、
こ
考
へ
て
、
大
し
て
氣
に
も
止
め
な
か
っ
た
。
カ
ン
プ
の
他

の
蓮
中
も
、
A
一
朝
は
｝
牛
瀞
旧
よ
り
も
威
猷
カ
ト
6
，
く
「
グ
ド
・
・
モ
ー
ニ
ン
グ
」
を

言
ひ
合
ふ
Q
食
事
は
七
時
過
ぎ
に
す
ま
し
、
八
時
ミ
、
八
時
孚
ε
、
九

時
書
、
今
口
は
特
に
三
四
回
績
け
様
に
乗
合
自
働
車
が
出
て
、
急
ぐ
人

か
ら
順
に
。
絡
て
の
人
を
観
測
鮎
に
蓮
ぶ
。

　
翻
測
馳
で
は
、
混
雑
を
防
ぐ
九
め
、
米
挙
式
に
似
す
、
・
今
日
は
特
に

周
圏
を
縄
張
り
し
て
一
般
公
衆
の
入
場
を
断
つ
た
が
、
し
か
し
、
そ
れ

で
も
縄
張
り
の
外
側
に
、
既
に
早
く
か
ら
幾
＋
百
ミ
い
ふ
人
々
が
諮
め

か
け
て
來
て
．
日
食
ミ
、
観
測
者
の
活
動
く
」
を
．
爾
方
な
が
ら
見
物
し

や
う
一
こ
待
ち
構
へ
て
る
る
の
は
無
理
も
な
い
。
一
般
衆
の
中
に
、
一
寸

入
目
を
惹
い
た
一
疋
髄
は
、
教
師
グ
リ
ー
ン
夫
人
に
率
ゐ
ら
れ
た
ア
ヴ

ロ
ン
教
會
日
曜
學
校
の
生
徒
た
ち
が
み
た
こ
ε
で
あ
る
。
ー
ー
カ
ン
プ

の
内
外
の
秩
序
は
カ
タ
リ
ナ
の
ボ
ー
イ
・
ス
カ
ウ
ト
の
少
年
た
ち
か
、

カ
ー
キ
服
の
甲
斐
し
い
扮
装
で
、
其
の
維
持
に
當
っ
て
み
た
。

　
朝
の
時
間
は
刻
々
に
移
る
、
其
の
間
、
塞
の
雲
は
時
々
薄
ら
ぐ
か
マ
｝

見
せ
て
叉
濃
く
な
っ
て
行
く
。

「
御
覧
な
さ
い
、
霧
が
下
降
し
て
み
る
か
ら
、
隠
れ
は
後
に
要
れ
ろ
謹

　
嫁
で
す
」

－
こ
、
パ
ー
ク
ハ
ー
ス
ト
夫
人
は
強
い
て
樂
観
し
た
顔
を
人
々
に
見
せ
て

ゐ
＃
。
實
際
、
十
時
弘
安
、
　
舶
旦
，
雲
が
切
れ
て
，
天
頂
に
近
い
太
陽

の
光
り
が
鮮
や
か
に
地
を
照
し
元
こ
．
、
し
が
あ
ろ
の
で
，
皆
々
ニ
コ
く

顔
で
元
氣
に
返
っ
た
、
其
の
機
會
を
以
っ
て
、
フ
ロ
ス
ト
半
長
の
主
唱

に
よ
り
、
カ
ン
プ
全
艦
が
、
二
度
ば
か
り
、
観
測
の
演
習
を
や
っ
た
。

演
瞥
は
、
先
づ
カ
」
ル
ト
ン
大
饗
の
グ
イ
ル
ソ
ン
教
授
が
時
を
見
は
か

ら
つ
て
、
「
ゴ
ー
」
ε
大
昔
で
呼
ぶ
ε
、
す
ぐ
其
れ
に
掃
い
て
カ
ナ
ダ
の

ロ
ン
ド
ン
大
盤
の
キ
ン
グ
ス
ト
ン
教
授
が
時
計
の
毎
秒
念
々
を
大
聲
で

藪
へ
、
此
の
時
刻
を
聞
き
な
が
ら
、
各
自
は
唄
定
の
時
に
一
定
の
手
順

に
よ
つ
て
、
カ
メ
ラ
の
開
閉
を
も
た
り
、
測
定
尺
を
讃
ん
だ
り
す
る
の

（
嚇
九
）
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で
あ
る
。

　
室
は
十
一
時
頃
か
ら
曇
り
が
又
甚
だ
し
く
な
っ
て
來
た
。
こ
れ
よ
り

偉
き
、
午
前
九
時
の
時
．
ウ
イ
ル
昆
ン
山
天
文
壷
か
ら
無
線
電
話
が
ブ

ロ
ー
ド
カ
ス
ト
さ
れ
．
た
．
o
遅
く

「
今
朝
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
天
文
毫
に
於
い
て
、
セ
ン
ト
・
ジ
ョ
ン
氏
が

　
百
五
＋
庚
高
塔
望
遠
鏡
に
よ
る
観
測
に
よ
れ
ば
、
太
陽
に
は
小
さ
な

　
プ
ロ
ミ
ネ
ン
ス
が
四
個
（
位
置
角
は
七
〇
度
、
輔
五
〇
度
、
二
〇
二

　
度
、
三
三
二
度
、
何
れ
も
北
鮎
よ
り
測
る
）
あ
り
、
押
鮎
は
一
個
見

　
え
る
。
室
は
晴
れ
模
様
」

之
れ
で
見
る
，
こ
．
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
あ
た
り
は
晴
れ
て
み
る
ら
し
い
。
カ

ン
プ
で
は
響
胴
時
を
過
ぎ
て
、
い
よ
く
日
蝕
の
始
ま
る
持
刻
が
迫
っ

て
駈
る
の
に
、
室
は
野
々
雲
が
重
な
る
一
方
な
の
で
、
塾
者
影
野
そ
ろ

　
　
じ

ノ
、
焦
れ
畠
し
江
。
見
わ
た
す
一
こ
こ
ろ
、
海
上
は
波
お
だ
や
か
で
、
今

も
薗
ロ
ス
ア
ン
ダ
レ
ス
の
方
か
ら
入
を
乗
せ
た
大
小
の
船
が
建
綾
し
て

鳥
に
や
っ
て
騰
る
。
し
か
し
、
塞
の
雲
は
見
え
る
限
り
の
天
全
戸
を
掩

ふ
て
、
四
方
を
ふ
さ
い
で
み
る
。
十
一
時
十
五
分
頃
，
サ
ン
デ
ー
ゴ
よ

り
無
線
電
話
が
あ
っ
た
、

「
ボ
イ
ン
．
ト
。
ロ
マ
は
カ
タ
リ
ナ
以
上
の
曇
り
で
、
観
測
の
望
な
し
」

ミ
報
じ
て
來
た
。
此
の
時
、
人
々
は
各
自
勢
當
を
食
べ
た
。

　
十
一
時
二
＋
分
に
は
太
陽
面
に
月
の
一
角
が
鰯
れ
、
．
こ
・
に
日
蝕
の

部
分
食
が
始
ま
る
筈
で
あ
る
（
綴
れ
を
第
一
鰯
ε
い
ふ
）
が
、
そ
れ
は
全

く
見
え
な
い
。
十
一
時
三
十
分
、
カ
ン
プ
の
底
意
は
急
に
七
十
九
度
孚

に
降
っ
た
が
、
其
の
後
．
十
一
時
四
十
五
分
に
は
少
し
く
上
昇
し
て
八

十
度
牟
ミ
な
り
、
正
午
に
は
八
十
｝
度
に
な
っ
た
〇
十
二
時
十
五
分
か

（
一
．
一
〇
）

ら
再
び
温
度
が
降
り
、
そ
れ
か
ら
は
漸
々
下
降
を
綾
け
た
〇

　
十
二
時
牟
、
雲
の
上
で
は
部
分
蝕
の
眞
最
中
で
あ
る
が
、
こ
の
カ
ン

プ
で
は
悲
観
氣
分
で
、
誰
も
其
の
重
任
の
器
械
の
傍
に
立
っ
て
は
み
る

が
、
顔
付
は
元
氣
が
な
い
『
ハ
リ
ス
氏
が
大
き
な
聲
で

「
謁
。
げ
譲
¢
唇
O
o
量
冨
陛
。
ム
9
邑

ミ
洋
藍
の
鼻
唄
を
う
た
ひ
始
め
る
。
f
一
そ
れ
で
も
単
一
を
願
っ
て
、

時
計
係
り
だ
け
は
時
計
の
盤
面
を
見
牛
う
て
る
る
Q
さ
て
、
急
に
四
方

が
憎
く
物
凄
い
景
色
に
攣
り
始
め
た
。

「
そ
れ
、
皆
既
が
始
ま
る
の
だ
」

ミ
思
ふ
。
フ
ロ
ス
ト
洋
画
は

「
諸
君
、
き
」
給
へ
、
ベ
ッ
ド
に
急
ぎ
行
く
鳥
の
聲
が
聞
え
る
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
ピ

な
る
ほ
骨
、
盲
目
者
は
耳
．
か
聰
い
。
そ
の
内
に
、
キ
ン
グ
ス
㍗
ン
敏
授

が
「
十
二
時
五
十
分
！
」

ε
叫
ぶ
聲
が
カ
ン
プ
内
に
ひ
“
き
渡
っ
た
り
室
は
依
然
，
こ
し
て
曇
っ
て

み
る
が
、
暗
さ
は
早
々
暗
く
な
る
。
十
二
時
五
十
四
分
の
聲
が
き
こ
え

て
暫
く
し
弛
頃
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
氏
は
時
計
を
見
計
ら
つ
て

「
ゴ
i
買
」

・
こ
呼
ぶ
一
こ
共
に
・
天
地
は
全
く
暗
冥
に
な
っ
て
了
つ
た
。
・
こ
こ
か
ら
・
こ

も
な
く
一
陣
の
凍
い
風
か
吹
い
て
來
る
。
物
凄
い
景
色
で
あ
る
。
流
石

に
其
の
時
の
み
は
、
學
者
も
一
般
の
入
々
も
皆
相
互
の
私
語
を
止
め
て

室
を
仰
い
で
ゐ
ゐ
。
只
、
耳
に
き
こ
え
る
も
の
は
キ
ン
グ
ス
ト
ン
教
授

の
秒
針
を
讃
む
聲
の
み
で
あ
る
。

　
皆
既
日
蝕
の
二
分
辺
十
八
秒
の
後
、
室
は
全
く
積
雲
ケ
以
っ
て
掩
は



れ
て
る
る
が
．
直
接
に
太
陽
の
光
り
を
受
け
な
い
の
は
直
径
約
一
百
哩

の
圓
形
で
あ
る
か
ら
，
は
る
か
に
サ
ン
ピ
ド
ロ
や
ロ
ン
グ
・
ビ
ー
チ
あ

た
り
、
大
陸
に
近
い
塞
は
禽
少
量
の
日
光
を
受
け
て
。
幾
分
の
明
る
さ

を
見
せ
て
み
た
。
だ
か
ら
天
地
は
暗
冥
で
も
、
驚
風
の
暗
黒
で
は
な
く

傍
に
み
る
人
の
顔
ぐ
ら
ゐ
は
見
え
る
程
度
で
あ
っ
九
。
寒
暖
計
は
此
の

時
七
十
一
度
を
示
し
て
み
た
。

　
二
分
四
十
八
秒
の
後
、
護
の
明
る
さ
が
再
び
カ
ン
プ
に
蹄
つ
f
、
來
て

皆
既
食
は
薙
に
過
去
の
も
の
ミ
な
っ
て
了
つ
弛
。
ま
る
で
悪
夢
か
ら
醒

め
た
や
う
な
氣
分
で
あ
る
。
人
々
は
又
ざ
わ
め
き
始
め
た
。
墨
者
達
は

皆
、
「
ア
ー
」
－
こ
か
「
オ
ー
」
ε
か
言
っ
て
失
望
落
膿
の
叫
び
を
襲
す
る
。

思
へ
ば
前
後
十
日
の
間
、
此
の
由
上
に
屯
し
て
炎
暑
ε
戦
ひ
、
侮
日
器

械
の
据
付
－
こ
調
整
ε
に
時
間
を
費
し
て
、
ひ
弄
す
ち
に
待
つ
た
日
蝕
は

全
う
し
τ
無
残
に
往
っ
て
了
つ
た
の
で
あ
る
。
昏
は
器
械
を
離
れ
て
、

誰
言
ふ
、
こ
な
く
、
草
の
上
の
一
つ
所
に
集
ま
り
，
腰
を
下
し
て
長
大
息

す
る
。
リ
ー
氏
が
口
を
開
い
て

「
な
ア
に
。
ま
だ
一
九
二
五
年
号
日
蝕
が
あ
る
ー
ー
こ

ミ
負
け
惜
し
み
を
言
ふ
マ
旨
，
早
臥
煮
れ
を
受
け
て
、
ミ
ス
・
ヤ
ン
グ
は

［
そ
う
で
す
。
今
日
の
不
幸
は
一
九
二
五
年
一
月
の
東
部
の
潟
蝕
で
取

　
り
返
す
の
で
す
。
皆
さ
ん
、
そ
う
ち
や
あ
り
ま
せ
ん
が
？
」

ご
左
右
を
顧
み
る
。
フ
オ
ク
ス
氏
は
何
時
の
聞
に
か
木
工
部
屋
か
ら
大

き
な
錐
を
持
ち
出
し
て
來
て
、
ギ
ー
タ
の
や
う
に
之
れ
を
う
な
ら
せ
て

歌
を
歌
ふ
。
惚
れ
で
漸
く
一
同
の
顔
色
が
く
つ
れ
た
。
一
1
今
日
の
観

測
が
首
尾
よ
く
成
功
し
た
曉
、
観
意
を
表
す
る
つ
も
り
で
、
朝
、
ハ
ロ

ル
ド
君
が
タ
ウ
ン
か
ら
買
っ
て
着
て
置
い
た
愕
然
の
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム

が
薙
に
蓮
ば
れ
て
、
皆
は
や
る
せ
な
さ
を
紛
ら
す
。

　
　
　
　
　
九

　
曇
り
の
日
食
は
島
の
総
て
の
犬
を
失
望
さ
せ
た
。
そ
れ
で
も
、
素
人

の
人
々
は
、
．
皆
既
の
時
刻
の
あ
の
異
襟
な
景
を
見
て
、
ε
に
か
く
、
　
一

生
忘
れ
得
な
い
印
象
を
受
け
た
ミ
話
し
合
っ
て
み
た
。
其
の
日
の
夕
刊

薪
聞
は
、
サ
ン
デ
ー
ゴ
も
エ
ン
セ
ナ
ダ
も
曇
天
で
あ
っ
た
ε
報
じ
た
。

　
リ
グ
レ
i
・
カ
ン
プ
は
十
日
の
午
後
か
ら
、
大
急
ぎ
に
、
器
械
の
荷

邉
り
を
始
め
た
。
そ
し
て
翌
十
↓
日
か
ら
、
漸
次
、
島
を
去
り
、
或
は

P
ス
ア
ン
ゲ
レ
ス
の
宿
へ
，
或
は
任
地
に
瞬
岬
つ
た
。

　
　
　
　
　
十

　
垂
球
の
如
く
、
九
月
十
七
日
か
ら
南
加
州
で
は
栄
國
下
墨
普
及
會
ぐ
』

米
國
天
文
臨
界
の
聯
合
會
が
開
か
れ
た
。
其
の
第
一
日
越
は
午
後
二
時

か
ら
ロ
ス
ア
ン
ダ
レ
ス
の
南
加
工
學
大
講
堂
で
講
演
鷺
が
開
か
れ
、
「
日

蝕
ξ
相
封
原
理
」
ざ
い
ふ
共
通
の
題
で
、
カ
ン
ベ
ル
，
セ
ン
ト
・
ジ
ョ

ン
、
ミ
チ
ェ
ル
、
ト
ラ
ン
プ
ラ
ー
の
四
聖
が
講
演
を
し
た
。
其
の
後
、

今
回
の
日
蝕
潮
測
の
報
告
會
に
移
っ
た
が
、
減
上
．
ボ
モ
ナ
大
隠
、
ト

ウ
サ
ン
大
學
、
ス
プ
ラ
ウ
ル
天
文
肇
、
メ
キ
シ
コ
起
立
天
文
皇
な
曹
、

メ
キ
シ
コ
の
内
地
へ
深
ぐ
入
り
込
ん
だ
観
測
隊
は
、
多
く
、
大
成
功
で

堂
派
な
コ
ロ
ナ
の
年
長
を
幻
燈
に
漏
し
出
し
、
満
場
の
拍
手
を
得
た
。

殊
に
ス
プ
ロ
ー
ル
豫
の
ミ
ラ
ー
民
が
見
せ
た
コ
ロ
ナ
の
内
部
構
遣
爲
眞

な
曹
は
實
に
立
派
な
も
働
で
あ
っ
た
。
、
此
の
膳
上
，
さ
う
し
た
肉
色
書

は
言
ひ
な
が
ら
、
ヤ
ー
キ
ー
ス
、
ウ
ィ
ル
ソ
ン
山
，
リ
ク
の
三
大
天
文

墓
が
揃
ひ
も
揃
っ
て
沈
黙
し
た
の
は
奇
観
で
あ
っ
た
。
1
一
此
の
日
の

新
聞
電
報
に
よ
れ
ば
、
ル
ー
デ
ン
ド
ル
フ
氏
等
の
ド
イ
ツ
隊
は
、
や
は

り
、
メ
キ
シ
コ
の
内
地
で
、
立
派
な
日
蝕
観
測
を
燧
け
た
ミ
冒
ふ
。

　
　
　
　
　
（
一
九
二
三
、
九
、
二
〇
〇
ウ
イ
ツ
ソ
ン
山
」
天
丈
壷
研
　
究
室
F
轡
て
）
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（
二
】
）


